
令 和 ７ 年 度 事 業 報 告 書 

          法人の名称 特定非営利活動法人メンタルヘルス共創拠点ピアウェル 

 

１ 事業の成果 

令和７年度は、法人設立初年度として、法人の目的や活動内容を周知し、今後の事業展開に

向けた基盤整備を行った。地域交流事業では、６回の交流の場を設け、多様な立場の人が出

会い、語り合う機会をつくった。また、無償の講演・登壇を通じて、精神疾患の経験にもと

づく知見を伝え、リカバリーやピアサポートに関する理解を広げる活動を行った。 

ピアサポーター育成事業では、WRAP（元気回復行動プラン）のクラスを実施し、ファシリテ

ーターのスキルアップをサポートした。調査・研究及び政策提言に関する事業については、

次年度に取り組む研究の詳細を検討し、研究助成金申請に向けた準備を行った。法人運営面

では、ホームページ、ロゴ、パンフレット等の広報基盤、会員募集、寄付金の受け入れ、会

計資料及び証憑類の整理を進め、次年度以降の活動に向けた運営体制を整えた。 

 

２ 事業内容 

（１）特定非営利活動に係る事業 

① 地域交流事業 

 ア 交流イベント等の実施 

・内容 設立記念イベント、しんくのよばなし会、第１回ピアウェルミーティング等を実

施し、精神的な困難や生きづらさを抱える人々をはじめ、多様な立場の人が出会

い、語り合う機会を設けた。設立記念イベントでは、認定ＮＰＯ法人地域精神保

健福祉機構・コンボ代表理事の宇田川健氏より祝辞を受け、埼玉県立大学教授の

相川章子氏より、「ピアサポートの感覚」や「ピアサポートの７つのチャレンジ」

をテーマに講話を受けた。その後、「地域にどのような場があったら、自分は心

地よく暮らしていけるか」について意見交換を行った。しんくのよばなし会で

は、「今年のまなび」「がんばる、がんばらない」「相談」「苦手な人とのつき合い

方」をテーマに、参加者が経験や考えを語り合う場を設けた。第１回ピアウェル

ミーティングでは、「人間関係」をテーマに語り合いを行った。 

・日時 令和７年１１月１６日、１２月２９日、令和８年１月２４日、２月２８日、３月

１５日、３月２８日 

・場所 横浜市内及びオンライン 

・従事者人員 ６人 

・受益対象者 精神的な困難や生きづらさを抱える人々・家族・支援者・地域住民等  

延べ１３４人 

・支出額 １９，７２７円 

イ 講演・登壇等 

・内容 外部団体等からの依頼により、法人の目的に沿った無償の講演・登壇等に協力し

た。精神疾患の経験にもとづく知見を伝え、リカバリーやピアサポートに関する

理解を広げる活動として、第２２回日本プライマリ・ケア連合学会秋季生涯教育

セミナー「インプロ（即興演劇）× SST」及びリカバリー全国フォーラム２０２

５分科会１３「パーソナルメディスン」に関わった。 

・日時 令和７年１１月２日、令和８年３月２０日 

・場所 大阪市及びオンライン 

・従事者人員 １人 

・受益対象者 精神的な困難や生きづらさを抱える人々・家族・支援者・メンタルヘル  

ス領域に関わる人等 延べ約１５０人 

・支出額 ０円 



  

ウ 地域交流事業に関する広報・情報発信基盤の整備 

・内容 法人の目的や活動内容を広く伝え、地域交流事業への参加や関心につなげるた

め、ホームページ、ロゴ、名刺、パンフレット等の広報・情報発信基盤を整備し

た。また、オンラインでの交流や打ち合わせに用いる環境を整えた。 

・日時 通年 

・場所 横浜市内及びオンライン 

・従事者人員 ６人 

・受益対象者 精神的な困難や生きづらさを抱える人々・家族・支援者・地域住民等  

延べ約３００人 

・支出額 ５５，４３４円 

 

② ピアサポーター育成事業 

ア つむぐ WRAP 

・内容 つむぐ WRAP 第１回を実施した。WRAP（元気回復行動プラン）を「いい感じの自

分でいるための手がかり」として扱い、参加者が経験や工夫を持ち寄りながら、

自分らしい暮らしや回復について学び合う場を設けた。また、WRAP ファシリテ

ーターとしての学びを深め、今後のクラス実施に向けたスキルアップを図った。 

・日時 令和８年２月１５日 

・場所 横浜市内 

・従事者人員 １人 

・受益対象者 精神的な困難や生きづらさを抱える人々・家族・支援者・地域住民等  

延べ１０人 

・支出額 ７１４円 

イ ピアサポーター育成事業に関する広報・情報発信基盤の整備 

・内容 ピアサポーター育成事業への参加や関心につなげるため、ホームページ、ロゴ、

名刺、パンフレット等の広報・情報発信基盤を整備した。また、オンラインでの

学びの場や打ち合わせに用いる環境を整えた。 

・日時 通年 

・場所 横浜市内及びオンライン 

・従事者人員 ６人 

・受益対象者 精神的な困難や生きづらさを抱える人々・ピアサポートに関心のある人・ 

支援者等 延べ約３００人 

・支出額 ８，５２８円 

 

③ 調査・研究及び政策提言に関する事業 

ア 調査・研究及び政策提言に向けた準備 

・内容 令和７年度は、本格的な調査研究事業及び政策提言事業の実施には至らなかっ

たが、次年度以降の事業化に向け、法人内で研究テーマ、実施方法、協力体制等

について検討を行った。また、研究助成金申請に向けた準備を進めた。 

・日時 通年 

・場所 横浜市内及びオンライン 

・従事者人員 ２人 

・受益対象者 今後の調査研究事業における研究協力者及び利用想定者等 約２００人 

・支出額 ０円 


